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１１１１、、、、はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

 

 

 本データコレクター「ＬＣ－４０００」は、トリンブル／ツァイス社製デジタルレベルの他、各社の対応

可能な機種とＲＳ－２３２Ｃまたは Bluetoothで接続して観測データを取り込み、本体内メモリーに記録し

ます。また、気泡管レベル、自動レベルでは観測データを手動入力することが出来ます。 

観測終了後は、メモリー内の観測データをコンピューターに出力し、手簿として管理・印刷することが出

来ます。 
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２２２２、、、、製品概要製品概要製品概要製品概要    

２２２２－－－－１１１１、、、、ソフトウェアについてソフトウェアについてソフトウェアについてソフトウェアについて    

 

① トリンブル／ツァイス社製デジタルレベル又は各社の対応可能な機種と接続を行った状態で 

ＬＣ－４０００で測定動作を行うと、デジタルレベルから距離と標尺の読み値が取り込まれます。 

 

② 気泡管レベルや自動レベルでは距離と標尺の読み値をキー入力することが出来ます。 

 

③ 気泡管レベルや自動レベルでは『点検調整』で制限を超えたときに『調整値』を表示します。 

 

④ 観測の開始及び終了時には内蔵時計により日付・時刻を自動的に取り込み記録します。 

 

⑤ 内蔵時計はＧＰＳ衛星を捕捉して正確な時刻に補正します。 

 

⑥ 点検、一等・１級・二等・２級の観測開始及び終了時の気温を入力することが出来ます。 

 

⑦ 水準測量で往復の指定が出来ます。復路観測で固定及び水準点に到着した時点で、往復較差の 

制限チェックが出来ます。 

 

⑧ 記録した生データと後視前視の比高、２読定差（一等・１級・二等・２級）の確認が出来、 

再測する際の判断基準が得られます。 

 

⑨ 手簿に測器名と番号、標尺名と番号、観測者名を印刷します。 

  点検では測器据付図、円形気泡図を印刷します。 

 

⑩ 記録した全ての観測データによる手簿印刷の他、鎖部単位で選択した部分のみの印刷も 

出来ます。 

 

⑪ Ｎ３、Ｎｉ００２の距離補正を必要とする機種では補正を行います。 
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２２２２－－－－２２２２、、、、ハードウェアについてハードウェアについてハードウェアについてハードウェアについて    

（１）電源 ON／OFF、サスペンド、再起動 

 電源ボタンを押すとＬＣ－４０００が起動します。 

電源ボタンをポンと素早く押すとサスペンドモードとなり、画面が消えますが、 

裏では動いていますので、再度、電源ボタンをポンと素早く押すと直ぐに 

画面が表示されます。しかし、サスペンドモードでは電源を消費しますので、 

長期間使用しない場合には電源を OFFしてください。 

電源 OFFおよび再起動の方法は二通りあります。 

※再起動しても記録した観測データが消えることはありません。 

 

① 「電源オプション」メニューによる方法 

電源ボタンを最低３秒以上長押しすると画面中央部に４色の小さな丸が表示されます。 

表示されましたら電源ボタンを放します。下図の電源オプションメニューが 

表示されますので、オフまたは再起動を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 電源ボタン長押しによる方法 

・電源 OFF 

電源ボタンを最低６秒以上長押しすると「ピロピロ」という音が鳴り、 

画面が消えますので、電源ボタンから手を放します。 

これで電源 OFFになります。 

・再起動 

電源ボタンを最低６秒以上長押しすると「ピロピロ」という音が鳴り、 

画面が消えます。それでも更に電源ボタンを押し続けると再起動に 

なります。（合計で１０秒以上押し続けます。） 
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（２） 充電について 

 

①  充電方法 

   充電するには同梱の ACアダプタを本体に繋ぎます。オレンジ色のランプが 

点灯し充電が始まります。ランプが緑色に変わったら充電完了です。 

電源 OFFの状態では約３時間程度で充電が終わります。 

   現場作業が継続中の場合はサスペンド状態での充電をお勧めいたします。 

充電時間はかかりますが、日々の作業終了後、一晩充電してください。 

   電源 OFFの状態で充電した方が早く充電が終わりますが、電源 OFFの状態から 

電源 ONするとＬＣ－４０００が再起動となり、Bluetoothの設定がクリアされて 

しまいます。従って、各種レベルを Bluetoothで接続している場合には作業開始前に 

毎回、Bluetoothの設定をする必要があります。 

 

② 充電環境 

・気温の高いところ、直射日光のあたっているような環境で充電はしないでください。 

・バッテリーの温度が非常に高いか低い場合には保護回路機能が働き充電が 

ストップします。バッテリーの温度が７０℃以上になると充電は止まり、 

６０℃以下になると再開します。低温環境では温度が－５℃以下で充電は止まり、 

０℃以上になると再開します。 

・製品を長い間に使用しない場合は、少なくとも 2週間毎に充電してください。 

バッテリーが完全に放電してしまうと充電できなくなる場合あります。 

 

 

（３）内蔵時計について 

   内蔵時計はＧＰＳ衛星から受信した電波から正確な年月日・時刻を読み取り、 

補正します。補正は自動で行いますので、日時が正しく表示されていない場合は 

ＬＣ－４０００を起動した状態で室内窓際の上空が見える箇所に置いて約１０分間 

程度放置してください。それでも補正されない場合は屋外の上空が開けた場所で同様に 

１０分間程度放置してください。また、長時間使用せずに駆動用バッテリーが完全に 

放電した場合は日時が初期状態（2012年 10月 1日）に戻ってしまいます。その場合も 

同様にお願いします。 
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（４）数字キーパッドについて 

  

   基本的に全ての入力はタッチパネルから行えますが、補助的な機能として 

数字キーパッドからも入力できる仕様にしています。 

タッチパネルが動作不能になった場合やマニュアルレベルの読定値入力時に 

有効です。 

数字キーパッドは測定値や気温などが入力し易いように各キーに対して 

機能の割り当てや制御をしております。また、不要なキーは動作しない 

ようにしています。各機能につきましては下図を参照ください。 

※数字、矢印、バックスペース、スペースの各キーは動作いたします。 

注）数字キー「3」を押しても小数点「．」が入力される場合は「Fn」キーを 

一度押してください。 

 

 

 

     

        

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

「観測」画面にて「元へ」の動作 

「観測」画面にて

「了解」の動作 

「観測」画面にて 

「測定開始」の動作 

キー入力時に小数点「．」

の動作 

キー入力時にマイナス

「－」の動作 

キー入力時に小数点「．」

の動作 （♯と同機能） 

バックライトの明るさ調節 

バックスペース 

スペース 
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LC－４０００のあらゆる場面において「矢印キー」によりカーソルを移動し、 

「エンターキー」で実行することが出来ます。 

観測画面では「エンターキー」一つで観測を進めることが可能なため、 

観測時間の短縮に繋がります。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

矢印キー 

エンターキー 
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３３３３、、、、画面遷移画面遷移画面遷移画面遷移のののの構成構成構成構成    

３３３３－－－－１１１１、、、、タイトルタイトルタイトルタイトル    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源ＯＮまたはリセット処理後、起動完了時に、タイトル画面を表示し、システムの初期処理が完了する

とメインメニューを表示します。 

メーカーロゴおよびシステムの日付とバージョンが表示されます。
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３３３３－－－－２２２２、、、、メインメニューのメインメニューのメインメニューのメインメニューの遷移遷移遷移遷移    
 

       

        

 

 

 

 

初期設定 

出発点 

観測 

終了 

観測記録データ 

システム 

５５５５、、、、初期設定初期設定初期設定初期設定へへへへ    

６６６６、、、、出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定へへへへ    

７７７７、、、、観測観測観測観測へへへへ    

８８８８、、、、終了終了終了終了へへへへ    

９９９９、、、、観測記録観測記録観測記録観測記録データへデータへデータへデータへ    

１０１０１０１０、、、、システムメニューへシステムメニューへシステムメニューへシステムメニューへ    
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３３３３－－－－３３３３、、、、初期設定初期設定初期設定初期設定メニューのメニューのメニューのメニューの遷移遷移遷移遷移（（（（１１１１））））    
 

       

 

 

 

 

        

等級 

作業種別 

リミット 

回数 

測器 

標尺 

５５５５－－－－１１１１    

等級等級等級等級へへへへ    

５５５５－－－－２２２２    

作業種別作業種別作業種別作業種別へへへへ    

５５５５－－－－３３３３    

リミットへリミットへリミットへリミットへ    

５５５５－－－－４４４４    

回数回数回数回数へへへへ    

５５５５－－－－５５５５    

測器測器測器測器へへへへ    

５５５５－－－－６６６６    

標尺標尺標尺標尺へへへへ    
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初期設定初期設定初期設定初期設定メニューのメニューのメニューのメニューの遷移遷移遷移遷移（（（（２２２２））））    
 

       

 

 

 

 

        

観測者 

手簿略称 

水準点登録 

メモリ初期化 

設定 

５５５５－－－－７７７７    

観測者観測者観測者観測者へへへへ    

５５５５－－－－８８８８    

手簿略称手簿略称手簿略称手簿略称へへへへ    

５５５５－－－－９９９９    

水準点登録水準点登録水準点登録水準点登録へへへへ    

５５５５－－－－１０１０１０１０    

メモリメモリメモリメモリ初期化初期化初期化初期化へへへへ    

５５５５－－－－１１１１１１１１    

設定終了設定終了設定終了設定終了へへへへ    
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３３３３－－－－４４４４、、、、出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定メニューのメニューのメニューのメニューの遷移遷移遷移遷移    
 

       

 

 

 

 

 

 

 

点検種別 

往復設定 

自水準点 

天候 

設定 

至水準点 

風力 

風向 

気温 

６６６６－－－－１１１１    

点検種別点検種別点検種別点検種別へへへへ    

６６６６－－－－２２２２    

往復設定往復設定往復設定往復設定へへへへ    

６６６６－－－－３３３３    

自水準点自水準点自水準点自水準点・・・・至水準点至水準点至水準点至水準点へへへへ    

６６６６－－－－４４４４    

天候天候天候天候・・・・風力風力風力風力・・・・風向風向風向風向へへへへ    

６６６６－－－－５５５５    

気温気温気温気温へへへへ    

６６６６－－－－６６６６    

設定終了設定終了設定終了設定終了へへへへ    
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３３３３－－－－５５５５、、、、観測観測観測観測メニューのメニューのメニューのメニューの遷移遷移遷移遷移    

 

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

測器設定が 

デジタルレベル 

（DiNi0.3, DiNi0.7など） 

測器設定が 

気泡管・自動レベル

（N3, Ni002等） 

観測 

初期設定での 

測器設定による 

７７７７、、、、観測観測観測観測へへへへ    

７７７７、、、、観測観測観測観測へへへへ    
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３３３３－－－－６６６６、、、、終了終了終了終了メニューのメニューのメニューのメニューの遷移遷移遷移遷移    
    

    
観測画面から 

    

    

                                                                                
メインメニューから 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

終了 
８８８８、、、、終了終了終了終了へへへへ    
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３３３３－－－－７７７７、、、、観観観観測記録測記録測記録測記録データメニューのデータメニューのデータメニューのデータメニューの遷移遷移遷移遷移    

       

 

 

 

 

記録データ確認 

日付単位出力 

全出力 

鎖部単位印刷 

全印刷 

９９９９－－－－１１１１    

記録記録記録記録データデータデータデータ確認確認確認確認へへへへ    

９９９９－－－－２２２２    

日付単位出力日付単位出力日付単位出力日付単位出力へへへへ    

９９９９－－－－３３３３    

全出力全出力全出力全出力へへへへ    

９９９９－－－－４４４４    

鎖部単位印刷鎖部単位印刷鎖部単位印刷鎖部単位印刷へへへへ    

９９９９－－－－５５５５    

全印刷全印刷全印刷全印刷へへへへ    
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３３３３－－－－８８８８、、、、システムメニューのシステムメニューのシステムメニューのシステムメニューの遷移遷移遷移遷移    

       

 

 

        

Bluetooth設定 
１０１０１０１０－－－－１１１１    

BluetoothBluetoothBluetoothBluetooth設定設定設定設定へへへへ    

通信設定 
１０１０１０１０－－－－２２２２    

通信設定通信設定通信設定通信設定へへへへ    

通信テストモニタ 

１０１０１０１０－－－－３３３３    

通信通信通信通信テストモニタへテストモニタへテストモニタへテストモニタへ    

メンテナンス 
１０１０１０１０－－－－４４４４    

メンテナンスへメンテナンスへメンテナンスへメンテナンスへ    
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３３３３－－－－９９９９、、、、作業画面作業画面作業画面作業画面のののの遷移遷移遷移遷移    

 

実際の作業の流れに基づいた画面遷移は次の図のようになります。 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

    

５５５５、、、、初期設定初期設定初期設定初期設定    ６６６６、、、、出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定    ７７７７、、、、観測観測観測観測    ８８８８、、、、終了終了終了終了    ９９９９、、、、観測記録観測記録観測記録観測記録データデータデータデータ    
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４４４４、、、、メインメニューメインメニューメインメニューメインメニュー    
 

   

 

４４４４－－－－１１１１、、、、プログラムプログラムプログラムプログラム選択選択選択選択    
 

 

   初期設定を行います。 

 

初期設定が完了していると選択可能となります。 

出発点設定を行います。 

 

   初期設定・出発点設定が完了していると選択可能となります。 

観測を開始します。選択している測器や等級の条件により、 

   表示される観測画面は変わります。 

 

観測を開始し、終了が可能な条件になると選択可能となります。 

   固定点終了または水準点終了を行います。 

 

記録されている観測データの参照およびデータ送信を行います。 

 

プログラムバージョン、バッテリー残量および保存領域残量を 

確認出来ます。 

通信設定および測器との通信テストモニタを実行します。 

メンテナンスではバックライトの明るさと音量を設定出来ます。 

 

 

初期設定 

出発点 

観測 

終了 

観測記録データ 

システム 
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４４４４－－－－２２２２、、、、日時表示日時表示日時表示日時表示 

 

出発点、固定点終了および水準点終了で内蔵時計を読み、日時を測量データとして記録します。 

 

２－２、（３）でも記載していますが、内蔵時計はＧＰＳ衛星から受信した電波から正確な年月日・時刻を読

み取り、補正します。補正は自動で行いますので、日時が正しく表示されていない場合はＬＣ－４０００を

起動した状態で室内窓際の上空が見える箇所に置いて約１０分間程度放置してください。それでも補正され

ない場合は屋外の上空が開けた場所で同様に１０分間程度放置してください。また、長時間使用せずに駆動

用バッテリーが完全に放電した場合も日時が初期状態（2012年 10月 1日）に戻ってしまいます。その場合

も同様にお願いします。 
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５５５５、、、、初期設定初期設定初期設定初期設定    
 

ＬＣ－４０００を使用する際に最初に行うのが初期設定です。 

初期設定では以下の項目を設定します。 

・等級 

・作業種別 

・リミット 

・測定回数 

・測器名／測器番号 

・標尺名／標尺番号 

・観測者名 

・手簿略称 

・水準点登録 

・メモリ初期化 

 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

 

５５５５、、、、初期設定初期設定初期設定初期設定    ６、出発点設定 ７、観測 ８、終了 ９、観測記録データ 

現在現在現在現在のののの作業作業作業作業    
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５５５５－－－－１１１１、、、、等級等級等級等級    
 

       

 

 

 

５５５５－－－－２２２２、、、、作業種別作業種別作業種別作業種別    

 

       

 

等級 一等 

作業種別 

戻る 

点検 

選択した等級が 

表示されます。 

選択した種別が 

表示されます。 

戻る 
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５５５５－－－－３３３３、、、、リミットリミットリミットリミット    

一等・１級・二等・２級観測での２読定差リミット値を設定します。 

小数点を省略した入力も可能です。（（（（付録付録付録付録ＡＡＡＡ参照参照参照参照）））） 

 

       

 

 

 

 

５５５５－－－－４４４４、、、、回数回数回数回数    

一等・１級・二等・２級観測での測定回数を設定します。 

 

       

 

 

 

リミット 

戻る 

設定 

設定した値が 

表示されます。 

回数 

戻る 

設定 

設定した値が 

表示されます。 

数字ボタンで入力します。 

数字ボタンで入力します。 
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５５５５－－－－５５５５、、、、測器測器測器測器    

ここでは測器と測器番号を設定します。 

測器名を変更した場合は保存されます。 

     

 

 

 

     
         

 

 

 

 

         

 

測器 電子レベル 

その他 

次へ 

次へ 

設定 

戻る 

アルファベット・ 

数字ボタンで 

入力します。 

リストから 

選択します。 

設定した測器名が 

表示されます。 

測器 

戻る 

戻る 

戻る 



 

ＴＡＭＡＹＡ               26 

５５５５－－－－６６６６、、、、標尺標尺標尺標尺    

ここでは標尺名と標尺番号１，２を設定します。 

       

 

 

 

 

 

 

標尺 

戻る 

設定 

次へ 

戻る 

アルファベット、 

数字ボタンで 

入力します。 

数字ボタンで 

入力します。 

設定した標尺名が 

表示されます。 
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５５５５－－－－７７７７、、、、観測者名観測者名観測者名観測者名    

 

       

 

 

 

 

５５５５－－－－８８８８、、、、手簿略称手簿略称手簿略称手簿略称    

 

       

 

 

 

 

 

観測者 

戻る 

設定 

設定した観測者名が 

表示されます。 

アルファベット、 

数字ボタンで 

入力します。 

手簿略称 

戻る 

設定 

設定した手簿略称が 

表示されます。 

アルファベット、数字ボタンで

入力します。（半角 2桁まで） 

注）「.」点は入力しないでくださ

い。 
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５５５５－－－－９９９９、、、、水準点登録水準点登録水準点登録水準点登録    

水準点の登録を行います。 

「1 追加」を選択し反転状態にして「選択」を押下すると水準点を追加します。 

追加した水準点を選択し反転状態にして「削除」を押下すると水準点を削除します。 

「全消去」で全ての水準点を削除します。 

        

 

 

 

          

 

 

 

 

水準点登録 

戻る 戻る 

選択 

戻る 

設定 選択 

設定した水準点が 

表示されます。 

アルファベット、 

数字ボタンで 

入力します。 
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５５５５－－－－１０１０１０１０、、、、メモリメモリメモリメモリ初期化初期化初期化初期化    

ＬＣ－４０００の観測記録メモリについて操作を行います。 

ページＮｏ．について、Ｎｏ．を１からに設定するか、継続するかを選択します。 

記録データについては、一旦クリアするか、保存して追記するかを選択します。 

※クリアすると保存されている全ての観測データは削除されます。必ず観測データを 

パソコンに出力またはプリンタに印刷したことを確認した上でクリアしてください。 

観測データは何現場分も保存できますが、動作が遅くなったり、故障した場合にデータが 

壊れることも考えられますので、定期的に出力して、現場単位でクリアすることを 

お勧めいたします。 

 

       

 

 

メモリ 

初期化 

戻る 

設定 

設定した内容が 

表示されます。 
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５５５５－－－－１１１１１１１１、、、、設定終了設定終了設定終了設定終了    

全項目の設定が完了し「設定」を押下すると、 

メモリ初期化とページ番号についての確認画面が表示されます。 

「はい」を押下で、選択されたメモリ／ページ操作を行った後、入出力制限設定画面に移ります。 

 

     

       

       

       

 

ページ No.＝1 

データ＝クリア 

ページ No.＝1 

データ保存 

ページ No.継続 

データ＝クリア 

ページ No.継続 

データ保存 

設定 

５５５５－－－－１２１２１２１２    

入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定へへへへ    

はい 
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５５５５－－－－１２１２１２１２、、、、入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定    

入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定【【【【点検点検点検点検】】】】    
点検時の各等級での視準線・点検調整時、コンペンセーターそれぞれの 

比高差制限値を設定します。 

「初期値」を押下すると、入力項目が初期値設定された値に戻されます。 

「設定」を押下すると、出発点設定に移ります。 

 

※※※※    入出力制限入出力制限入出力制限入出力制限のののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについては付録付録付録付録ＢＢＢＢをををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。    

※※※※    観測観測観測観測のののの等級等級等級等級にににに関関関関わらずわらずわらずわらず測器測器測器測器のののの等級等級等級等級によるによるによるによる点検点検点検点検がががが求求求求められますめられますめられますめられます。。。。    

 

      

 

    

 

        

 

 

次へ 

次へ 

次へ 

一等 

1級 

二等 

2級 

3級 

4級 

設定 
６６６６    

出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定    

へへへへ    
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入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定入出力制限設定【【【【観測観測観測観測】】】】    
観測時の各等級での視準距離の制限値、往復較差の制限値、２読定差のリミットを設定します。 

選択測器がデジタルレベルか否かによって設定項目と初期値が違います。 

「初期値」を押下すると、入力項目が初期値設定された値に戻されます。 

「設定」を押下すると、出発点設定に移ります。 

 

※※※※    入出力制限入出力制限入出力制限入出力制限のののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについては付録付録付録付録ＢＢＢＢをををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。    

 

      

 

    

 

        

 

 

次へ 

次へ 

次へ 

一等 

1級 

二等 

2級 

3級 

4級 

設定 
６６６６    

出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定    

へへへへ    



 

ＴＡＭＡＹＡ               33 

６６６６、、、、出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定    
出発点設定では以下の項目を設定します。 

・点検種別 

・往復設定 

・自水準点 

・至水準点 

・天候 

・風力 

・風向 

・気温 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

    
 

５、初期設定 ６６６６、、、、出発点設定出発点設定出発点設定出発点設定    ７、観測 ８、終了 ９、観測記録データ 

現在現在現在現在のののの作業作業作業作業    
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６６６６－－－－１１１１、、、、点検種別点検種別点検種別点検種別    

点検時のみ点検種別を選択します。 

測器が N3、チルチングレベルの場合は、コンペンセーターの機能点検は無く「点検種別」は 

点検調整に固定されます。 

それ以外の測器では選択を行います。 

       

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検種別 視準線 

取消 

選択した点検種別が 

表示されます。 

点検調整 

測器が 

Ni002、 

オートの 

場合 
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６６６６－－－－２２２２、、、、往復設定往復設定往復設定往復設定    
観測時、往復およびその再測を設定します。 

「往」  往路の観測時に設定します。 

「往（再測）」 往路の 1区間の再測を行う際に設定します。 

「復」  復路の観測時に設定します。 

「復（再測）」 復路の 1区間の再測を行う際に設定します。 

       

 

往復設定 

取消 

復 

選択した往復設定が 

表示されます。 

※※※※    往復設定往復設定往復設定往復設定をををを変更変更変更変更するとするとするとすると、、、、自動的自動的自動的自動的にににに水準点水準点水準点水準点もももも移動移動移動移動しますしますしますします。。。。    
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６６６６－－－－３３３３、、、、自水準点自水準点自水準点自水準点・・・・至水準点至水準点至水準点至水準点    

自水準点または至水準点の選択を行います。 

水準点を選択し、水準点名を変更して設定することも可能です。 

 

        

 

 

 

 

 

 

戻る 

選択 

設定した水準点が 

表示されます。 

アルファベット・ 

数字ボタンで 

入力します。 

自水準点 

または 

至水準点 

取消 

設定 

取消 
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６６６６－－－－４４４４、、、、天候天候天候天候・・・・風力風力風力風力・・・・風向風向風向風向    

 

       

 

 

 

６６６６－－－－５５５５、、、、気温気温気温気温    

点検・観測開始時の気温を入力します。 

       

 

 

注注注注））））数字数字数字数字キーパッドからのキーパッドからのキーパッドからのキーパッドからの気温入力気温入力気温入力気温入力ではではではでは「．」「．」「．」「．」小数点小数点小数点小数点がががが入力出来入力出来入力出来入力出来ますがますがますがますが、、、、手簿出力時手簿出力時手簿出力時手簿出力時にににに    

        エラーとなりますのでエラーとなりますのでエラーとなりますのでエラーとなりますので、、、、入力入力入力入力しないようにおしないようにおしないようにおしないようにお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

天候 

風力 

風向 

いずれか 

取消 

設定 

設定した天候・風力・風向が 

表示されます。 

取消 

設定 

設定した気温が 

表示されます。 
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６６６６－－－－６６６６、、、、設定終了設定終了設定終了設定終了    

全項目の設定完了後「設定」ボタンを押下すると確認メッセージが表示されます。 

「はい」を押下すると、等級・作業種別・点検種別に応じた観測画面に移動します。 

 

   

 

 

設定 はい 

７７７７、、、、観測観測観測観測へへへへ    
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７７７７、、、、観測観測観測観測    
初期設定および出発点設定完了後、点検・観測を行います。 

選択した等級・作業種別・点検種別、測器によって表示される画面および手順が異なります。 

それぞれ以下の章を参照して下さい。 

 

７７７７－－－－１１１１、、、、視準線視準線視準線視準線のののの点検点検点検点検    

７７７７－－－－２２２２、、、、点検調整点検調整点検調整点検調整（（（（N3N3N3N3、、、、Ni002Ni002Ni002Ni002等等等等））））    

７７７７－－－－３３３３、、、、コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向前後視準方向前後視準方向前後視準方向前後    

７７７７－－－－４４４４、、、、コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向直角視準方向直角視準方向直角視準方向直角    

７７７７－－－－５５５５、、、、一等一等一等一等・・・・１１１１級観測級観測級観測級観測    

７７７７－－－－６６６６、、、、二等二等二等二等・・・・２２２２級観測級観測級観測級観測    

７７７７－－－－７７７７、、、、３３３３級級級級・・・・４４４４級観級観級観級観測測測測    

 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

    
 

５、初期設定 ６、出発点設定 ７７７７、、、、観測観測観測観測    ８、終了 ９、観測記録データ 

現在現在現在現在のののの作業作業作業作業    
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７７７７－－－－１１１１、、、、視準線視準線視準線視準線のののの点検点検点検点検    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】    
デジタルレベルと接続して視準線の点検を行います。 

30m間隔に設置した標尺(a,b)の中間点(A)に三脚を立て、デジタルレベルを固定します。 

 

「了解」をタップすると、測器に測定準備・開始信号を送信します。 

通信に問題が無く、測定可能な状態になったら観測開始画面に移ります。 

 

 

    

 

注注注注））））デジタルレベルと通信中に下図画面で止まることがあります。 

 その後（ケーブル接続の場合、約 25 秒後）、通信エラーが表示されます。 

 通信エラー発生時については「「「「７７７７－－－－９９９９、、、、通信通信通信通信エラーエラーエラーエラー」」」」を参照下さい。 

 

 

 

 

 

観測 

取消 

了解 

観測開始画面観測開始画面観測開始画面観測開始画面へへへへ    
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等距離での観測 

 

A位置での a標尺観測開始画面 

     

 

 

                         再測画面へ 

    メニューへ                   

 

A位置でのｂ標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                         再測画面へ  次の観測画面へ 

 

 次のボタンはキーにも割り当てられています。 

   「測定開始」     

 

   「了解」  OKOKOKOK    

 

   「元へ」   

測定開始 

元へ 

取消 

測定開始 

元へ 

「測定開始」で 

測器と通信を行い、 

取得した標尺値を 

表示します。 

 

「了解」で 

測器から取得した 

値を記録します。 
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三脚を反転 

A位置でのｂ標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メインメニューへ               再測画面へ 

 

A位置での a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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Ａ位置での観測結果表示画面 

 

 

 

a標尺の読み 

b標尺の読み 

 

b標尺の読み 

a標尺の読み 

 

等距離での 4回の観測から算出した比高中数 

 

 

 

 

 

再測画面へ    Ｂ位置観測画面へ 

 

 

 

再測 次へ 



 

ＴＡＭＡＹＡ               44 

不等距離での観測 

 

B位置での b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

    メインメニューへ               再測画面へ 

 

 B位置での a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    次の観測画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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三脚を反転 

B位置での a標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メニューへ                  再測画面へ 

 

B位置での b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 

了解 

取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 
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Ｂ位置での観測結果表示画面 

 

 

 

b標尺の読み 

a標尺の読み 

 

a標尺の読み 

b標尺の読み 

 

不等距離での 4回の観測から算出した比高中数 

 

 

 

 

再測画面へ 

 

 

ＡＢ位置での比高中数比較画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等・不等距離での比高比較結果 

等・不等距離での比高比較値 

 

 

 

 

 

再測画面へ 

 

 

 

  点検終了画面へ 

 

再測 次へ 

再測 終了 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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点検結果表示 

 

点検終了画面 

 

等距離での比高中数 

不等距離での比高中数 

比高中数の差 

 

終了時の気温を数字ボタンを使って入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検終了確認画面 

 

 

 

 

 

終了時の気温 

 

観測時の平均気温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  メインメニューへ 

 

 

了解 

再測 

設定 
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視準線視準線視準線視準線のののの点検点検点検点検【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    
デジタルレベルとの接続が出来ないなど、自動測定が不可能な場合に、 

デジタルレベルの観測値を手動入力に切り替えます。 

手動入力画面では、数字ボタンで入力を行い、「ＥＮＴ／ＯＫ」ボタンで入力数値を確定します。 

（（（（入力方法入力方法入力方法入力方法についてはについてはについてはについては、「、「、「、「付録付録付録付録ＡＡＡＡ    入力方式入力方式入力方式入力方式」」」」をををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。）。）。）。）    

また、手動入力画面で「自動」をタップすることで、自動計測に戻ることが出来ます。 

 

    

 

 

 

 

 

観測 

取消 

キー入力切替 自動 

取消 
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等距離での観測 

 

A位置での a,b結果入力画面  三脚反転後の b,a結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                  再測画面へ 

 

A位置での観測結果表示画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ   Ｂ位置観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 

了解 
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不等距離での観測 

 

B位置での b,a結果入力画面  三脚反転後の a,b結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                  再測画面へ 

 

B位置での観測結果表示画面 

  

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 

了解 
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A,B位置での比高中数比較画面 

     

 

 

 

    再測画面へ 

 

点検終了画面    点検終了確認画面 

   

 

 

 

 

メインメニューへ 

 

終了 

設定 

再測 

戻る 

了解 

終了時の気温を数字ボ

タンを使って入力しま

す。 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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７７７７－－－－２２２２、、、、点検調整点検調整点検調整点検調整（Ｎ（Ｎ（Ｎ（Ｎ３３３３、Ｎｉ、Ｎｉ、Ｎｉ、Ｎｉ００２００２００２００２等等等等））））    

気泡管レベル 

Ｎ３等の気泡管レベル及び、Ｎｉ００２等の自動レベルで、 

ＡＢ位置の比高差が制限を超える場合は調整値を表示します。 

レベルを調整した後にＢ位置からの観測を再度行います。 

 

観測確認画面 

     

 

 

 

再測画面へ  点検終了画面へ     再測画面へ 

 

Ｂ位置観測画面 

    

 

 

 

 

再測画面へ     再測画面へ  比高差表示画面へ 

 

調整 

比高差から調整値を 

算出します。 

再測 

次へ 

終了 再測 

設定 

新たに観測した値を 

用います。 

次へ 再測 再測 
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自動レベル 

 

観測確認画面 

     

 

 

 

再測画面へ  点検終了画面へ     再測画面へ 

 

Ｂ位置観測画面 

    

 

 

 

 

再測画面へ     再測画面へ 

 

 

       Ｂ位置観測結果表示画面へ 

 

調整 

比高差から調整値を 

算出します。 

再測 終了 再測 

次へ 

新たに観測した値を 

用います。 

設定 再測 再測 

次へ 
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Ｂ位置観測結果表示画面 

  

 

 

 

再測画面へ  比高差表示画面へ 

 

 

次へ 再測 



 

ＴＡＭＡＹＡ               55 

７７７７－－－－３３３３、、、、コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向前後視準方向前後視準方向前後視準方向前後    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】    

正しい整準状態での観測 

 

a標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メインメニューへ    再測画面へ 

 

ｂ標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    次の観測画面へ 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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三脚を反転 

ｂ標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メインメニューへ               再測画面へ 

 

a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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正しい整準状態での観測結果表示画面 

  

 

 

 

 

   再測画面へ   傾斜の観測画面へ 

 

 

再測 次へ 
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視準方向に整準を傾けての観測 

 

b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

    メインメニューへ               再測画面へ 

 

 

 a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    次の観測画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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三脚を反転 

a標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メインメニューへ    再測画面へ 

 

b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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傾けた整準状態での結果表示画面   比高差表示画面 

      

 

 

 

    再測画面へ        再測画面へ 

 

点検終了画面 

     

 

 

 

 

                             メインメニューへ 

 

 

次へ 

再測 

終了 

再測 

了解 

戻る 

設定 

水平、傾斜の比高中数から

比高差を算出します。 

終了時の気温を数字ボ

タンを使って入力しま

す。 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合    

「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    



 

ＴＡＭＡＹＡ               61 

コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向前後視準方向前後視準方向前後視準方向前後【【【【手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    

 

デジタルレベルで手動入力する場合、または気泡管・自動レベルを使用する場合は 

直接観測値を入力します。 

 

正しい整準状態での a,b結果入力画面 三脚反転後の b,a結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                    再測画面へ 

 

正しい整準状態での観測結果表示画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 
了解 

再測 次へ 

再測 
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傾けた整準状態での b,a結果入力画面 三脚反転後の a,b結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                  再測画面へ 

 

傾けた整準状態での観測結果表示画面 

    

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 
了解 
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比高差表示画面 

     

 

 

 

    再測画面へ 

 

点検終了画面    点検終了確認画面 

   

 

 

 

 

メインメニューへ 

 

終了 

設定 

再測 

戻る 

了解 

終了時の気温を数字ボ

タンを使って入力しま

す。 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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７７７７－－－－４４４４、、、、コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向直角視準方向直角視準方向直角視準方向直角    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】    
 

a標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メニューへ                  再測画面へ 

 

ｂ標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    次の観測画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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三脚を反転 

ｂ標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メインメニューへ               再測画面へ 

 

a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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正しい整準状態での観測結果表示画面 

  

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

再測 次へ 
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視準直角方向に整準を傾けての観測 

 

b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

    メインメニューへ      再測画面へ 

 

 a標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    次の観測画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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三脚を反転 

a標尺観測開始画面 

     

 

 

 

    メニューへ                  再測画面へ 

 

b標尺観測開始画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 取消 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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傾けた整準状態での結果表示画面   比高差表示画面 

      

 

 

 

    再測画面へ        再測画面へ 

 

点検終了画面 

     

 

 

 

 

                             メインメニューへ 

 

 

 

次へ 

再測 再測 

了解 

戻る 

設定 
終了時の気温を数字ボ

タンを使って入力しま

す。 

終了 

水平、傾斜の比高中数から

比高差を算出します。 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合    

「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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コンペンセータコンペンセータコンペンセータコンペンセーターーーーのののの機能点検機能点検機能点検機能点検・・・・視準方向直角視準方向直角視準方向直角視準方向直角【【【【手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    

 

デジタルレベルで手動入力、気泡管・自動レベルを使用する場合は直接観測値を入力します。 

 

正しい整準状態での a,b結果入力画面 三脚反転後の b,a結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                  再測画面へ 

 

正しい整準状態での観測結果表示画面 

  

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 
了解 
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傾けた整準状態での b,a結果入力画面 三脚反転後の a,b結果入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ                  再測画面へ 

 

傾けた整準状態での観測結果表示画面 

   

 

 

 

 

   再測画面へ   次の観測画面へ 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 
了解 
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比高差表示画面 

  

 

 

 

    再測画面へ 

 

点検終了画面    点検終了確認画面 

   

 

 

 

 

メインメニューへ 

 

終了 

設定 

再測 

戻る 

了解 

終了時の気温を数字ボ

タンを使って入力しま

す。 

注意注意注意注意！！！！    

比高差比高差比高差比高差がががが制限制限制限制限をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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７７７７－－－－５５５５、、、、一等一等一等一等・・・・１１１１級観測級観測級観測級観測    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】    
デジタルレベルと接続して一等・１級の観測を行います。 

標尺とデジタルレベルを設置して前視・後視を観測します。 

 

    

 

 

注注注注））））デジタルレベルと通信中に下図画面で止まることがあります。 

 その後（ケーブル接続の場合、約 25 秒後）、通信エラーが表示されます。 

 通信エラー発生時については「「「「７７７７－－－－９９９９、、、、通信通信通信通信エラーエラーエラーエラー」」」」を参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

観測 

取消 

了解 

観測開始画面観測開始画面観測開始画面観測開始画面へへへへ    
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後視１観測画面 

     

 

 

    メインメニューへ   再測画面へ 

 

 

前視１観測画面 

    

 

 

                        再測画面へ   次の観測画面へ 

 

次のボタンはキーにも割り当てられています。 

   「測定開始」     

 

「了解」  OKOKOKOK    

 

   「元へ」   

 

測定開始 

元へ 

測定開始 

元へ 
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前視２観測画面 

     

 

 

 

再測画面へ 

 

後視２観測画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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２読定差表示画面 

  

 

 

 

再測画面へ  一等・１級 

       終了画面へ 

 

 

観測開始画面 

  

 

 

終了 再測 次へ 

２読定差を表示します。 

２２２２読定差読定差読定差読定差    ＝＝＝＝    後視後視後視後視１１１１－－－－前視前視前視前視１１１１－（－（－（－（後視後視後視後視２２２２－－－－前視前視前視前視２２２２））））    

注意注意注意注意！！！！    

２２２２読定差読定差読定差読定差のリミットをのリミットをのリミットをのリミットを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    

次の測点の観測を行います 
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一等一等一等一等・・・・１１１１級観測級観測級観測級観測【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    
デジタルレベルとの接続に問題があるなど、自動測定が不可能な場合に、 

デジタルレベルの観測値を手動入力に切り替えます。 

手動入力画面では、数字ボタンで入力を行い、「ＥＮＴ／ＯＫ」ボタンで入力数値を確定します。 

また、手動入力画面で「自動」をタップすることで、自動計測に戻ることが出来ます。 

 

    

 

 

 

 

 

    

観測 

取消 

キー入力切替 自動 

取消 
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後視距離・前視１・後視１入力画面 前視２・後視２入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ      再測画面へ 

 

２読定差表示画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ    次の測点の観測画面へ 

 

   終了画面へ 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 

終了 

了解 
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一等一等一等一等・・・・１１１１級観測級観測級観測級観測【【【【気泡管気泡管気泡管気泡管・・・・自動自動自動自動レベルレベルレベルレベル】】】】    

 

 

後視距離・前視左・後視左入力画面 

＾     

 

 

 

    メインメニューへ      再測画面へ 

 

      前視右・後視右入力画面 

   

 

 

 

 再測画面へ    再測画面へ ２読定差表示画面へ 

再測 取消 

後視距離を入力します。 

Ｎ３（新）の場合は、 

右側に補正距離が 

表示されます。 

設定 

再測 再測 設定 
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２読定差表示画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ    次の測点の観測画面へ 

 

   終了メニュー画面へ 

 

 

 

再測 次へ 終了 
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７７７７－－－－６６６６、、、、二等二等二等二等・・・・２２２２級観測級観測級観測級観測    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】    

後視１観測画面 

     

 

 

    メニューへ    再測画面へ 

 

前視１観測画面 

    

 

 

                        再測画面へ  次の観測画面へ 

 

次のボタンはキーにも割り当てられています。 

    「測定開始」     

 

「了解」  OKOKOKOK    

 

    「元へ」   

 

 

測定開始 

元へ 

測定開始 

元へ 
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前視２観測画面 

     

 

 

 

再測画面へ 

 

後視２観測画面 

    

 

 

 

 

                      再測画面へ    観測結果画面へ 

 

 

測定開始 

元へ 

再測 

測定開始 

元へ 

再測 了解 

了解 
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２読定差表示画面 

  

 

 

 

再測画面へ  終了画面へ 

 

 

観測開始画面 

  

 

 

 

終了 再測 次へ 

次の測点の観測を行います 

２読定差を表示します。 

２２２２読定差読定差読定差読定差    ＝＝＝＝    後視後視後視後視１１１１－－－－前視前視前視前視１１１１－（－（－（－（後視後視後視後視２２２２－－－－前視前視前視前視２２２２））））    

注意注意注意注意！！！！    

２２２２読定差読定差読定差読定差のリミットをのリミットをのリミットをのリミットを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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二等二等二等二等・・・・２２２２級観測級観測級観測級観測【【【【手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    

 

 

後視距離・後視１・後視２入力画面 前視１・後視２入力画面 

     

 

 

 

    再測画面へ      再測画面へ 

 

２読定差表示画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ    次の測点の観測画面へ 

 

         終了画面へ 

 

 

 

次へ 

再測 

再測 次へ 

再測 

終了 

設定 
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７７７７－－－－７７７７、、、、３３３３級級級級・・・・４４４４級観測級観測級観測級観測    

【【【【デジタルレベルデジタルレベルデジタルレベルデジタルレベル自動測定自動測定自動測定自動測定】】】】 

後視観測画面 

     

 

 

    メニューへ               再測画面へ 

 

前視観測画面 

    

 

 

                       再測画面へ  次の観測画面へ 

 

次のボタンはキーにも割り当てられています。 

    「測定開始」     

     

「了解」  OKOKOKOK    

 

    「元へ」   

測定開始 

元へ 

測定開始 

元へ 
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終了選択画面 

  

 

 

 

再測画面へ  終了画面へ 

 

 

観測開始画面 

  

 

 

 

終了 再測 次へ 

次の測点の観測を行います 
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３３３３級級級級・・・・４４４４級観測級観測級観測級観測【【【【手動入力手動入力手動入力手動入力】】】】    

 

 

後視距離・後視・前視入力画面 

  

 

 

 

    再測画面へ 

 

終了選択画面 

 

 

 

 

 

   再測画面へ    次の測点の観測画面へ 

 

   終了画面へ 

 

設定 

再測 次へ 

再測 

終了 
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７７７７－－－－８８８８、、、、再測再測再測再測    

 

再測メニュー画面 

    

 

 

 

 

 

 

 

観測で測点入力を行った際に何らかの理由で再測が必要となった場合、「再測」をタップすると、 

再測メニュー画面に移ります。間違って押してしまった場合は「取消」で抜けます。 

 

 再測メニュー画面では再測理由を選択します。 

 

・「操作ミス」 機器の誤動作、操作ミスによる再測の場合 

・「較差大」 観測値がリミットを超えた場合 

・「脚移動」 三脚を移動させる必要がある場合 

・「誤読」 手動入力での入力ミスの場合 

・「ブランク」 空白 

 

「設定」をタップすると再測理由と観測データは記録され、同じ測点から観測し直します。 

 

設定 

同じ測点の観測画面へ 

取消 

「自動」の場合は観測のエントリー画面へ 

「キー入力」の場合は一つ前の画面へ 
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７７７７－－－－９９９９、、、、通信通信通信通信エラーエラーエラーエラー    

 

   

 

 

       再測メニューへ 

       元の観測画面へ 

 

 

 通信エラーが発生した場合はエラーメッセージを表示し、その後観測画面に戻ります。 

再測するか、同じ測点から測定し直すかを選択することが出来ます。 

 

確認 

再測 元へ 
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８８８８、、、、終了終了終了終了    
固定点・水準点終了を行います。 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

    
 

 

終了メニュー画面 

     

 

 

８８８８－－－－１１１１、、、、    

固定点終了固定点終了固定点終了固定点終了へへへへ    

８８８８－－－－２２２２、、、、    

水準点終了水準点終了水準点終了水準点終了へへへへ    

５、初期設定 ６、出発点設定 ７、観測 ８８８８、、、、終了終了終了終了    ９、観測記録データ 

現在現在現在現在のののの作業作業作業作業    



 

ＴＡＭＡＹＡ                91 

８８８８－－－－１１１１、、、、固定点終了固定点終了固定点終了固定点終了    

 

固定点終了画面     区間距離・比高表示画面 

    

 

 

 

 

終了画面へ       終了画面へ 

 

 

 

固定点終了温度入力画面    温度確認画面 

     

  

 

 

 

固定点終了温度        設定温度を記録し 

入力画面へ          メインメニューへ 

                   （観測終了） 

 

取消 

設定 

取消 

固定点名（半角英数

2 桁まで）を入力し

ます。 

観測終了時の 

気温を入力します。 

設定 

自水準点名 

区間距離／区間比高 

 

固定点名 

了解 

戻る 

取消 

次へ 
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固定点終了後の再出発 

 

固定点終了後再出発の際は、「出発点」画面から観測開始温度を入力し再開することが出来ます。 

終了時の温度をそのまま観測開始温度として再開する場合は、直接「観測」を選択します。 

 

    

 

 

 

 

 

出発点 

取消 

取消 

観測 

気温気温気温気温のみのみのみのみ    

入力可能入力可能入力可能入力可能    

設定 
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８８８８－－－－２２２２、、、、水準点終了水準点終了水準点終了水準点終了    

 

水準点終了・区間表示画面   水準点終了・全区間表示画面 

    

 

 

 

 

終了画面へ 

 

 

 

温度入力画面     温度確認画面 

     

 

 

 

 

設定温度を記録し 

メインメニューへ 

（観測終了） 

 

 

取消 

次へ 

固定点名 

区間距離／区間比高 

 

至水準点名 

観測終了時の 

気温を入力します。 

設定 

了解 

戻る 

自水準点名 

全距離／全比高 

 

至水準点名 

次へ 

戻る 
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８８８８－－－－３３３３、、、、往復往復往復往復チェックチェックチェックチェック    

既に逆向きの測量が完了している場合、 

「固定点終了」および「水準点終了」で往復較差が制限内かどうかをチェックします。 

比較対象は、常に最新のデータとなります。（同じ区間の再測を行っていればそのデータが対象） 

 

※※※※    制限値制限値制限値制限値についてはについてはについてはについては付録付録付録付録ＢＢＢＢをををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。    

※※※※    再測再測再測再測についてはについてはについてはについては付録付録付録付録 CCCCをををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。    

 

    

 

 

復路から往路を観測(II) 

往復の区間距離／区間比高 

合計距離、往復制限値、往復較差 

注意注意注意注意！！！！    

往復較差往復較差往復較差往復較差がががが制限値制限値制限値制限値をををを超超超超えるえるえるえる場合場合場合場合はははは、、、、    

「「「「較差大較差大較差大較差大！」！」！」！」とととと表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。    
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９９９９、、、、観測記録観測記録観測記録観測記録データデータデータデータ    
本機に記録済の観測データの参照・出力・印刷を行います。 

記録データは初期設定でクリアを行うまでは蓄積されていきます。 

 

本機では記録したデータを以下のように処理することが出来ます。 

「記録データ確認」  観測データを参照することが出来ます。 

「日付単位出力」「全出力」 コンピューターと接続して観測データを送信します。 

「鎖部単位印刷」「全印刷」 直接プリンタに接続して観測データを印刷します。 

 

 

【作業の流れ】 

              

 

 

    
 

 

５、初期設定 ６、出発点設定 ７、観測 ８、終了 ９９９９、、、、観測記録観測記録観測記録観測記録データデータデータデータ    

現在現在現在現在のののの作業作業作業作業    
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９９９９－－－－１１１１、、、、記録記録記録記録データデータデータデータ確認確認確認確認    
本機に記録済の観測データを時系列順に表示します。 

表示形式は作業種別（点検・観測）と等級によります。 

 

観測データメニュー画面    固定点・比高表示画面 

    

 

 

 

      測点データ表示画面 

       

 

記録データ確認 

確認 

取消 

取消 

次頁 

次の鎖部の 

データを表示 

次頁 

次の 

データを表示 
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点検（視準線）確認画面 

    

 

点検（コンペンセータ・視準方向前後）確認画面 

    

 

点検（コンペンセータ・視準方向直角）確認画面 

    

 

 

比高差 水平位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
傾斜位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
 
 

Ａ位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
Ｂ位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
 
 

水平位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
傾斜位置 
ａ視 ｂ視 比高 
ａ視 ｂ視 比高 
  比高中数 
 

比高差 

比高差 

取消 

確認 

取消 

確認 

取消 

確認 
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一等・１級確認画面 

    

 

二等・２級確認画面 

    

 

３級・４級確認画面 

    

 

 

測点 No 視準距離 
後視 1(左) 前視 1(左) 比高 
後視 2(右) 前視 2(右) 比高 
  ２読定差 
 

固定点 No. 区間距離 区間比高 
 全距離 全比高 

測点 No 視準距離 
後視 1(左) 前視 1(左) 比高 
後視 2(右) 前視 2(右) 比高 
  ２読定差 
 

固定点 No. 区間距離 区間比高 
 全距離 全比高 

測点 No 視準距離 
後視 前視 比高 
 

固定点 No. 区間距離 区間比高 
 全距離 全比高 

取消 

確認 

取消 

確認 

取消 

確認 
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９９９９－－－－２２２２、、、、日日日日付単位出力付単位出力付単位出力付単位出力    

本機に記録された観測データのうち、指定日付のものをコンピューターに出力します。 

コンピューターとＬＣ－４０００は RS-232Cシリアルケーブルまたは USBケーブルで 

接続できます。但し、USBケーブルで接続する場合は、以下のものをコンピューターに 

インストールしてください。 

それぞれ、マイクロソフトのホームページからダウンロードできます。 

 

ＯＳがWindows XPの場合：ActiveSync 4.5 

ＯＳがWindows７・８の場合：Windows Mobile デバイス センター 6.1 

 

観測記録データメニュー画面  日付選択画面 

     

 

 

     

 

 

        観測記録データメニュー画面へ 

 

日付単位出力 

日付行を選択 

取消 

出力 

はい 

送信処理を中断します。 取消 PC側を「受信待機中」状態に 

してから「はい」を押して下さ

い。 

本機と PCをケーブルで接続し、 

接続方法を選択します。 
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９９９９－－－－３３３３、、、、全出力全出力全出力全出力    

本機に記録された全ての観測データをコンピューターに出力します。 

コンピューターとＬＣ－４０００は RS-232Cシリアルケーブルまたは USBケーブルで 

接続できます。但し、USBケーブルで接続する場合は、以下のものをコンピューターに 

インストールしてください。 

それぞれ、マイクロソフトのホームページからダウンロードできます。 

 

ＯＳがWindows XPの場合：ActiveSync 4.5 

ＯＳがWindows７・８の場合：Windows Mobile デバイス センター 6.1 

 

観測記録データメニュー画面   観測データ通信選択画面 

    

 

 

実行確認メッセージ     出力中画面 

    

     

 

      観測記録データメニュー画面へ 

全出力 

戻る 

はい 

送信処理を中断する 取消 

本機と PCをケーブルで接続し、 

接続方法を選択します。 

PC側を「受信待機中」状態に 

してから「はい」を押して下さい。 
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９９９９－－－－４４４４、、、、鎖部単位印刷鎖部単位印刷鎖部単位印刷鎖部単位印刷    

本機に記録された観測データのうち、指定した観測鎖部のものを直接プリンタで印刷します。 

 

 

観測記録データメニュー画面  鎖部選択画面 

     

 

 

      

 

 

 

 

 

鎖部単位印刷 

行を選択 

取消 

印刷 

はい 

印刷処理を 

中断します。 

取消 
本機とプリンタをケーブルで

接続して、プリンタ側を準備

して下さい。 
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９９９９－－－－５５５５、、、、全印刷全印刷全印刷全印刷    

本機に記録された全ての観測データを直接プリンタで印刷します。 

 

観測記録データメニュー画面   実行確認メッセージ 

     

 

 

       出力中画面 

     

 

 

全出力 

取消 

はい 

処理終了 

送信処理を中断

します。 

取消 

本機とプリンタをケーブルで 

接続してプリンタ側を 

準備して下さい。 
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１０１０１０１０、、、、システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー    
システムに関する情報を表示します。 

この画面から Bluetooth設定、通信設定、通信テストモニタ、メンテナンスを 

起動することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

ＬＣ－４０００本体バッテリーの残量を表示します。（％表示） 

プログラムリリース日付とバージョンを表示します。 

測定データの保存領域の残量を表示します。（％表示） 
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１０１０１０１０－－－－１１１１、、、、BluetooBluetooBluetooBluetoothththth 設定設定設定設定    
Bluetoothを利用して測器とのワイヤレス接続を行います。 

（Bluetooth接続に対応した測器を使用している場合のみ使用可能です） 

 

システムメニュー画面     Bluetooth設定画面   Bluetooth電源 ON状態 

         

 

 

 

 

     接続結果    機器検索結果 

           

 

 

 

 

        ＰＩＮ入力画面 

         
 

検索した Bluetooth

機器がリストに表示

されます。 

DiNiの機種と 

機械番号から 

接続機を選択します。 

Bluetooth設定 

戻る 

開始 
Bluetoothの 

電源が ONに 

なり、 

ボタン表示が 

「終了」に 

なります。 

終了 

検索 

BT1 

接続 

PINに 

機械番号の下４桁

を入力します。 
接続 

戻る 

接続できたら 

「BT1」エリアに 

接続機が表示され

ます。 

戻る 
BT1 

切断 

ＯＫ 
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１０１０１０１０－－－－２２２２、、、、通信設定通信設定通信設定通信設定    
ＬＣ－４０００では電子レベルとの通信方法の設定（Bluetooth とケーブルの切替）の他、電子レベル、パ

ソコン、プリンタとの通信設定の変更が行えます。但し、パソコンとプリンタの通信設定は変更しないよう

にしてください。これは将来の変化に対応できるように準備したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通信設定」ボタンを押すと「通信設定メニュー」が表示されます。 

最上段には現在の電子レベルの通信モードが表示されます。 

「ケーブル接続モード／Bluetooth接続モード」 
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１０１０１０１０－－－－２２２２－－－－１１１１、、、、BluetoothBluetoothBluetoothBluetooth／／／／ケーブルケーブルケーブルケーブル切替切替切替切替    
 

電子レベルとの通信には RS-232Cケーブル接続または Bluetooth接続を使用します。 

「Bluetooth／ケーブル切替」では、「ケーブル接続モード／Bluetooth接続モード」の切替を行います。 

１０－１でBluetooth設定を行い、Bluetooth接続が行われている場合のみBluetooth接続を選択できます。 

 

通信設定メニュー画面     Bluetooth／ケーブル切替画面 

                  

 

ケーブル接続のときは、ＬＣ－４０００と測器を９ピンコネクタで接続します。 

 

 

 

通信設定 

戻る・設定 
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１０１０１０１０－－－－２２２２－－－－２２２２、、、、電子電子電子電子レベルレベルレベルレベル通信設定通信設定通信設定通信設定    
※通常、変更する必要はありません。 

 

電子レベルの通信設定を変更することができます。 

古い電子レベルをご使用の場合などで、本取扱説明書の「付録Ｅ、通信仕様」の設定に 

合わせられないような場合に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子レベルを選択し「次へ」を押し

ます。 

通信設定画面が表示されますので、転送速

度、データ長、パリティ、ストップビット、

フロー制御を選択し「設定」を押します。 
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１０１０１０１０－－－－２２２２－－－－３３３３、ＰＣ、ＰＣ、ＰＣ、ＰＣ出力設定出力設定出力設定出力設定    
※※※※変更変更変更変更しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

パソコン（ＬＣ－３０００ＰＲＯ）へのデータ転送の通信設定を変更することができます。 

 

この機能は将来的にＬＣ－４０００を取り巻く環境が変化した場合に対応可能なように 

準備したものです。そのため、弊社からアナウンスがない限り、この設定は変更しないように 

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０１０１０１０－－－－２２２２－－－－４４４４、ＰＲ、ＰＲ、ＰＲ、ＰＲ出力設定出力設定出力設定出力設定    
※※※※変更変更変更変更しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 

プリンタ出力の通信設定を変更することができます。 

但し、弊社からアナウンスがない限り、変更しないようにお願いいたします。 
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１０１０１０１０－－－－３３３３、、、、通信通信通信通信テストモニタテストモニタテストモニタテストモニタ    
通信テストモニタは測器との接続を確認します。 

（初期設定にてデジタルレベルの測器を選択していないと実行できません） 

 

システムメニュー画面    通信モニタ画面 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測器通信モニタ 

取消 

接続 

処理終了 

取消 切断 

測器との通信を

行います。 

クリア 

・正常に通信が出来た場合 

「正常終了」と表示されます。 

 

・正常に通信が出来なかった場合 

「デバイスエラー」COMポートからのデータ受信

がタイムアウトになりました。などの確認メッセ

ージを表示した後、「異常終了」となります。 
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１０１０１０１０－－－－４４４４、、、、メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス    
メンテナンスではバックライトの調節、音量の調節が行えます。 

 

 

 システムメニュー画面        メンテナンス画面 

                

    

    

    

    

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンテナンス 

戻る 

いいえ 

「バックライトの調節」 

「↑：明」・「↓：暗」ボタン

により 10単位で 0から 100

の間で調節できます。 

「音量の調節」 

「↑：大」・「↓：小」ボタン

により 10 単位で 0 から 100

の間で調節できます。 
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付録付録付録付録ＡＡＡＡ、、、、入力方式入力方式入力方式入力方式    

標尺読み値の入力 

標尺読み値を入力する際には、メートル単位の入力となりますが、 

ＬＣ－４０００では小数点を省略した入力を行うことも可能です。 

各等級での入力値と処理値は以下の通りです。 

 

（入力・処理例） 

 

等級 入力値 処理値 

点検（一等・１級） 

 

１．２３４５６ 

１．２３４５ 

１．２３４ 

１２３４５６ 

１２３４５ 

０１２３４ 

．１２３４ 

１．２３４５６ｍ 

１．２３４５０ｍ 

１．２３４００ｍ 

１．２３４５６ｍ 

０．１２３４５ｍ 

０．１２３４０ｍ 

０．１２３４０ｍ 

観測（一等・１級） １．２３４５ 

１．２３４ 

１２３４５ 

１２３４ 

０１２３ 

．１２３ 

１．２３４５ｍ 

１．２３４０ｍ 

１．２３４５ｍ 

０．１２３４ｍ 

０．１２３０ｍ 

０．１２３０ｍ 

観測 

（二等・２級・３級・４級） 

１．２３４ 

１．２３ 

１２３４ 

１２３ 

０１２ 

．１２ 

１．２３４ｍ 

１．２３０ｍ 

１．２３４ｍ 

０．１２３ｍ 

０．１２０ｍ 

０．１２０ｍ 

 

 

初期設定・リミット値の入力 

リミット値を入力する際には、ｍｍ単位の入力となります。 

 

（入力・処理例） 

一等・１級 ５ 

．５ 

０．５ 

１０ 

０．５ｍｍ 

０．５ｍｍ 

０．５ｍｍ 

１．０ｍｍ 

二等・２級 １０ １０ｍｍ 
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付録付録付録付録Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ、入出力制限入出力制限入出力制限入出力制限    

 
【点検】 

終了時に比高差が下記制限値を超えた場合はサウンドで警告し、「較差大！」と表示します。 

（本制限値は４－３－１、入出力制限設定で設定した値です） 

 

等級 視準線 コンペンセータ 

一等・二等 

 １級・２級 

３級・４級 

≦ 0.3mm 

≦ 0.3mm 

≦ 3mm 

≦ 0.2mm 

≦ 0.3mm 

≦ 3mm 

 

【観測】 

観測で下記制限を超えて入力した場合はサウンドで警告します。 

（本制限値は４－３－２、入出力制限設定で設定した値です） 

 

デジタルレベル 

等級 視準距離 標尺の読み R 

一等・１級 

 二等・２級 

３級・４級 

≦ 50m 

≦ 60m 

≦ 70m 

0.35ｍ < R ≦ 2.85m  

制限なし 

制限なし 

 

気泡管・自動レベル 

等級 視準距離 標尺の読み R 

一等・１級 

 二等・２級 

３級・４級 

≦ 50m 

≦ 60m 

≦ 70m 

0.2ｍ ≦ R ≦ 3.0m,  3.2m ≦ R ≦ 6.0m 

制限なし 

制限なし 

 

 観測結果の２読定差が下記制限を超えた場合はサウンドで警告し、「較差大！」と表示します。 

等級 ２読定差 

一等・１級・二等・２級 ≦ リミット値 

   ※リミット値は４－２－３、初期設定（リミット）で設定 

 

「終了」で往復の区間比高の差（往復較差）が下記制限を超えた場合はサウンドで警告します。 

等級 往復較差制限 

一等・１級 

 二等・２級 

 ３級 

 ４級 

≦ 2.5mm√Ｓ 

≦ 5mm√Ｓ 

≦ 10mm√Ｓ 

≦ 20mm√Ｓ 

 ※Ｓは往復の観測距離合計（km単位） 
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付録付録付録付録Ｃ、Ｃ、Ｃ、Ｃ、再測再測再測再測チェックチェックチェックチェック    

既に測量が完了している区間の再測を行う場合、 

出発点設定で「往（再測）」または「復（再測）」を選択します。 

観測を実施し、「固定点終了」または「水準点終了」で、1区間のみの観測データが記録されます。 

（（（（通常通常通常通常のののの観測観測観測観測とととと違違違違いいいい、、、、常常常常にににに 1111区間区間区間区間のみとなりますのみとなりますのみとなりますのみとなります。。。。    

ただしただしただしただし、、、、再測対象区間再測対象区間再測対象区間再測対象区間がががが存在存在存在存在しないしないしないしない場合場合場合場合はははは通常通常通常通常のののの観測観測観測観測とととと同同同同じじじじ扱扱扱扱いとなりますいとなりますいとなりますいとなります。）。）。）。）    

 

下図で水準点Ａ→Ｂへの測量で往路 a～c、復路 d～fを既に観測している場合、 

・水準点Ａ→Ｂ「往（再測）」で固定点 1で固定点終了すると、区間 aの再測になります。 

・水準点Ａ→Ｂ「往（再測）」で固定点 2で固定点終了すると、区間 bの再測になります。 

・水準点Ａ→Ｂ「往（再測）」で水準点終了すると、区間 cの再測になります。 

・水準点Ｂ→Ａ「復（再測）」で固定点 2で固定点終了すると、区間 dの再測になります。 

・水準点Ｂ→Ａ「復（再測）」で固定点 1で固定点終了すると、区間 eの再測になります。 

・水準点Ｂ→Ａ「復（再測）」で水準点終了すると、区間 fの再測になります。 

 

水準点     固定点      固定点     水準点 

Ａ        １        ２        Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区間 a 区間 b 区間 c 

区間 d 区間 e 区間 f 
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付録付録付録付録Ｄ、Ｄ、Ｄ、Ｄ、印刷見本印刷見本印刷見本印刷見本    

 

視準線の点検（1級レベル） 
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コンペンセーターの機能点検・視準方向前後（1級レベル） 
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コンペンセーターの機能点検・視準方向直角（1級レベル） 
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一等（ＤｉＮｉ０．３） 
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視準線の点検（2級レベル） 
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コンペンセーターの機能点検・視準方向前後（2級レベル） 
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コンペンセーターの機能点検・視準方向直角（2級レベル） 
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２級（ＤｉＮｉ０．７） 
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点検調整（Ｎ３、チルチングレベル） 
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１級（Ｎ３新型） 
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点検調整（Ｎｉ００２、自動レベル） 
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１級（ＮＩ００２A） 
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視準線の点検（ＳＰＲＩＮＴＥＲ） 
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３級（ＤＬ－５０２） 
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４級（ＳＤＬ５０） 
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付録付録付録付録Ｅ、Ｅ、Ｅ、Ｅ、通信仕様通信仕様通信仕様通信仕様    
 
★トリンブル製デジタルレベル「ＤｉＮｉ０．３」「ＤｉＮｉ０．７」 
 
  電源を入れると下記画面になりますので、設定を確認してください。 
  違っている場合は下記の通り設定してください。 
 

Main dialog 

Configuration 

6 Remote control → Format Rec500 ★ 

→ Baud rate 9600 ★ 

→ Parity none ★ 

→ Stop bits 1 ★ 

→ Code  ***** ★ 

 
  
 
測定はエンターキーか ESC キーを押して下さい。 

  下記画面で測定した結果が表示されます。 
 

Main dialog 

Survey 

1 Single point measurement 

 
 

以上、デジタルレベルでの設定は ＭＥＮＵ で行うことができます。 
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★ライカ ジオシステムズ製デジタルレベル「ＳＰＲＩＮＴＥＲ」 
 

デジタルレベルでの設定は ＭＥＮＵキー で行います。 

下記の通り設定してください。 

 

 ・記録： 外部 
 
 ・設定： 
  精度： 精密 
 
 
  ＲＳ２３２： 
   ボーレート：９６００ 
   パリティ：なし 
   ストップビット：１ 
   データビット：８ 
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★トプコン製デジタルレベル「ＤＬ－１０３Ｒ」 
 

デジタルレベルでの設定は （条件）設定モード で行います。 

 

  ［距離／高さ］キーを押しながら電源オン 

   ＲＳ－２３２Ｃ →入 

   通信終了コード → ＣＲＬＦ →入 

 

測定は必ず「測定モード」に戻してから行って下さい。 

測定 

高さ 

 

 

測定モードはＬＣ－４０００から自動的に「単回」に設定されます。 

表示単位の設定には関係なく、ＬＣ－４０００はｍｍ単位に桁数を処理します。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定 

距離 



 

ＴＡＭＡＹＡ                132

Mea

 
 
★トプコン製デジタルレベル「ＤＬ－５０２」「ＤＬ－５０３」 
★ソキア製デジタルレベル「ＳＤＬ３０」「ＳＤＬ５０」 
 

デジタルレベルでの設定は ＭＥＮＵキー で行います。 

メニューモードで「機能設定」を選択し、機能設定メニューの１ページ目で 

「通信条件」を選択します。 

メモリー機能付の機種はメニューモード２ページ目に「機能設定」が有ります。 

通信条件を下記の通り設定して下さい。 

ボーレート：９６００ 

パリティ ：ナシ 

 

「測定条件」はＬＣ－４０００観測モードのレベル確認画面で「了解」を押したとき、 

自動的に「単回」に設定されます。 

「表示桁数」の設定には関係なく、ＬＣ－４０００はｍｍ単位に桁数を処理します。 

 

測定は必ず「ステータスモード」に戻してから行って下さい。 

 

         Rh           m 

         Hd           m 

 

レベルのバージョンによっては観測モードのレベル確認画面で「了解」を押したとき、 

メニューモードになりますが、そのまま測定開始へ進んで下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMeas 
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